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伊勢田哲也先生 の ご逝去を悼む

　本 学 会名誉会員，長崎大 学 名誉教 授の 伊勢 田哲也 先生 は ，平 成

21年 3 月 19 口に永眠 され ま した 。享年83歳の安 らか な ご 臨終で あ

っ た と お聞 きして お ります。

　先生 は ， 福岡県北九州市の ご出身で ， 昭和 26年 3 月九 州大学工

学部土木工 学科をご卒業後 ， 徳島県那賀川開発建設事務所に ご奉職 ，

昭 和 30年 11月建設 省 九 州地方建設 局若戸橋 出張所 に着任 され ， 以

降 6 年半の 間 に 同関門国道工 事事務所 ， 建設省 中国四 国地方建 設

局企画部 ，同道路乱 同郷川工 事事務所長を歴 任され ま した 。 昭和

37年 5 月 よ り建設 省土 木研 究 所企 画室長 ，同千葉支所 機械施 工 部

施工 研究室長 を務め られ ，地 盤沈下 や道路土 工 な どの 現場 に密着 し

た 土木施 工 の 研 究 を 精力 的 に 展開 され ま し た。昭和 47年 4 月 長崎大 学 に 教 授 と し て 迎 え られ ，19年間

工 学部を 代表す る教授 と して 活躍 さ れ ，平成 3 年 3 月停年退官 さ れ ま し た。

　先生は増設初期の 長崎大 学 工 学部土木コ「学 科に着任 され ，大 学院博士 課程海洋生産科学研究科の設立

に尽 力され ， 学科 と大学 院の整備 ・充実に尽 力され ま した。豊富な実務経験 と卓越 した教育 ・研究理 念

に華づ き ， 学部 ・大学院学生 の教育 ・研究指導に 当た られ ， か つ そ の 名講義に よ っ て 学生諸氏に強 い 影

響を 与え られま し た 。

　研究面は 多岐に わ た ります が ， 王 として 防災や軟弱地盤対策工 に関す る優れ た論文を数多 く発表 し て

お ら れま す 。 中 で も，昭和 57年 7 月長崎豪雨 災害 に お い て ，被災後ただ ち に 学部横断組 織 とし て 長崎

大学学術調 査 団を結成 され，団長 として，甚人 な災害に対 して科学 的 な考 察を加 え，3 ヵ 月 の 短期 間 で

報告書 をま とめ られ ま した。

　また ，長崎豪雨 災害で は緩斜面の 崩壊例 が多か っ た こ とに 着 目し着手された ，緩斜面 の 崩壊機構の 解

明 と降雨 の 土 中浸透 速度 に 関 す る ご 研究 の 成 果 は ，土質⊥ 学会論 文報 告集 ，自然災害 科学誌 そ の 他 に 相

次 い で 掲載 され ，い くつ か の 重要 な知見 を 防災行政者 に提供 し，か つ ，斜 面 災害 の 予 知 に有効な も の と

高 く評価 され て い ます。

　．一一方 ， 軟弱地盤対策丁 に関す る研究で は ，
DJM 　T 法 ，パ イ ル ネ ッ ト工 法な ど施工 法の み が先行 し，

そ の設計法が定ま っ て い ない 工 法に つ い て鋭意研究を進め ， 合理 的な設計法を提案す る な ど ， 諌早平野 ，

佐賀平野な ど地域 が抱え る問題の解決に 多大な成果を 上げ られま した 。

　 以上 の よ うに ，先生 の ご研究は，斜面災害の 予知 ，軟弱地盤 対策工 の 合理 的な設 計法の 提案な ど，事

象の機構 を的確 に 把握 し，緻密な実験 ，解析 に よ りそれ を検証 し，実用 に供 す る姿勢 で
一

貫 してお り，

学術論 文 や各種 学会に おけ る ご 発表 は各方面 にお い て高 い 評 価を受けて い ます。

　 著作 に は，「道路 建 設講座 第 3 巻
・
道 路土 工 （山海堂 ）」，「新 版土 木施 工 〔朝 倉 占店）」，「建設機械

（理 工 学社 ）」 な どがあ り，い ずれ も道路 土 工 ，土 木施 工 ，建設機械を初め て 体系的 に 記 述され た 名著 と

して の 誉れ高 い 著作 ば か りで す。

　
一

方 ，先 生 は 長崎 大学 に お い て 各種委 員会委員や評議員を 務め る な ど，長崎大学 の 運営 に積極的に参

画 し，その発展 に多大の貢献を されま し た 。 ま た ，建設省 ， 通産省 ， 運輸省 ， 国土庁 ， 文部省の 学術関

係専門委 員， 長崎県，長崎市 ， 諫早市等の 各種専門委員会の 委員 ・委員長を数多 く務め られ ， 専門的立

場 か らの 適切な指導，助言 に よ り ， 国の 行政 ， 学術施策お よび地域の 発展 に多大な貢献を され ま した 。

　学外 に おけ る学会活動 もめ ざ ま し く，土 木学会 ， 土 質工 学会の 各種 委 員を歴 任され ，昭和 62年 度か

ら平成 2 年度 にかけ て ， 土質工学 会九 州支 部副 支部長を務め られ，学 会 の発展に寄与され ま した 。こ

れ らの 貢献 に対 し，平 成元年 ，十一質 工 学会 功労章 を授与 され ，平成 20年に は 地 盤 工 学会名誉会員に 推

薦 され ま した。

　 ま た ，先生 は お 酒 と ゴ ル フ を こ よ な く愛され ま し た 。先生 の お酒 とゴ ル フ に関する心温 まる数 々 の エ

ピ ソ
ードが懐か し く思 い 出され ます 。

　 こ こ に 在 りし 日 の 先生 の ご 活 躍 とこ温 容を偲び，心 か らご冥福を お祈 り申し上 げ ま す。

（棚橋 由彦　長崎大学大 学院生産科学研究科教授 　本学会員）
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